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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成23年5月11日に公表した業績予想を下記の通り修正しましたのでお知らせいたしま

す。 

記 

● 業績予想の修正について 
平成 24 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月

30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 1,020,000 35,000 40,000 22,000 13.46 

今回修正予想（Ｂ） 1,000,000 50,000 51,000 0 0.00 

増減額（Ｂ－Ａ） △20,000 15,000 11,000 △22,000  

増減率（％） △2.0 42.9 27.5 △100.0  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 23 年 3 月期第 2 四半期） 
989,245 53,043 52,107 2,515 1.52 

 
平成 24 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,120,000 80,000 87,000 50,000 30.59 

今回修正予想（Ｂ） 2,120,000 80,000 87,000 21,000 12.85 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 △29,000  

増減率（％） 0.0 0.0 0.0 △58.0  

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年 3 月期） 
1,982,435 87,957 84,091 24,434 14.86 

 

修正の理由 

（第 2 四半期連結累計期間） 

円高の進行による影響はありますが、石油化学製品等における交易条件の改善、海外での農薬等の出荷の

増加や、一般管理費等経費の減少などにより、営業利益および経常利益については、当初予想を上回る見込み

です。 

一方、四半期純利益は、関係会社に係るのれん相当額の一時償却による特別損失などにより、当初予想を下

回る見込みです。 
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（通期） 

為替相場や原料価格の動向など不確実な要素が多いため、営業利益および経常利益については、現時点で

は当初予想どおりとしています。 

一方、当期純利益は、第 2 四半期連結累計期間と同様に、関係会社に係るのれん相当額の一時償却による

特別損失により、当初予想を下回る見通しです。 

 

 

※ 上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後さまざまな要因に

よって異なる結果となる可能性があります。 

以上 


